
周 辺 案 内

神社は中山道の雰囲気を残す通りにあり、追分宿に関する資料

を展示した追分宿郷土館や、小説家である堀辰雄の旧居、堀辰

雄文学記念館があります。高札場や脇本陣（油屋）、北国街道と

の分岐点である分去れの碑といった歴史的建築物、7月下旬には

『しなの追分馬子唄道中』というイベントがあります。  

  

言い伝え・伝説

室町時代に建立された神社で軽井沢町最
古の木造建築です。明治2年5月から浅
間山の鳴動が激しさを増し、鎮静祈願の
ため明治天皇の勅祭が行われたことで有
名です。境内には芭蕉の「ふきとばす石
も浅間の野分かな」の句碑があります。 
 

観光情報はこちら

所　在　地：長野県北佐久郡軽井沢町追分1155-7

緯度・経度：北緯 36 度 20 分 28.7 秒

　　　　　　東経 138 度 32 分 49.9 秒

伝 承 形 式：社寺 

種類 / 要因：火山災害 /火山活動 

災 害 発 生：1869 年 ( 明治 2年 )5 月

建 立 時 期：1467 年～ 1573 年 ( 室町時代後期 )

指　定　等：軽井沢町文化財

           （昭和 58 年 7 月 20 日） 

周 辺 地 形：山麓堆積地 

災害伝承DATA
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